
43  

 主  張 臨床検査学教育 Vol.1, No.1 p.43～45, 2009. 

皆で育てよう、憧れの臨床検査技師！ 

岩 谷 良 則* 

は じ め に 

 今年度の日本臨床検査医学会学術集会が名古屋

で開催され、｢多様化する臨床検査技師の大学院

教育」をテーマに、日本臨床検査学教育学会との

合同シンポジウムが開催された。その中で、大学

院博士前期(修士)課程の定員割れが多くの大学で

問題となっていることが紹介され驚いた。大阪大

学ではほとんどの学生が大学院に進学する。大阪

大学だからだとも言われたが、私たちは大学院教

育が臨床検査技師を真のプロフェッショナルにす

るために最も大切なことと考え、1 期生が大学に

入学してきた最初のオリエンテーションのときか

ら、学生に大学院進学を勧めてきた。その効果の

方が大きいと考え、私たちの臨床検査技師の大

学・大学院教育についての考え方と大学院進学の

すすめ方についてご紹介したい。 

I．今、医師・薬剤師以外の医療職に 

   求められていること 

1．大学教育

すべての医療職の学歴を大学卒にして等しくす

ることは、すべての医療職が対等の関係で行うチ

ーム医療(主体的で問題解決能力のある医療職が 

表 21 世紀の医療と臨床検査技師 

21 世紀の医療 

○少子高齢化の進展、医療の高度化･複雑化、慢性疾患の増加、患者志向への転換

→ 医療費の高騰、リスクの増大

○チーム医療〔総合的質管理(TQM)に基づく医療〕が不可欠

○チーム医療では、すべての医療職の意識改革と力量の向上、および対等の関係で

自由に議論できる場(知識創造の場)の形成が必須条件

○目標を共有し、互いに信頼し、対等の関係で議論して連携･協働できる、主体的で

問題解決能力のある医療人の育成がポイント

 臨床検査技師 

○大学･大学院教育は必須(チーム医療と専門性の確立に必須) 

○検査技術だけではなく、検査診断学の修得が今後の飛躍の鍵

○臨床検査システムの最適化と医療効率の最大化が最重要課題

○臨床検査学(診断科学)と高度先進医療の研究･開発･実践が専門領域

○21 世紀の医療の要、憧れの医療職
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対等の関係で議論し連携・協働して行う総合的質

管理(total quality management: TQM)に基づく医

療)の大前提である。医療における TQM の実践

は、医療費が高騰し高度化・複雑化する 21 世紀

の医療における最重要課題である(表)。 

2．大学院教育 

 すべての医療職は自らの専門領域の学問を担う

ことができるようになって初めて真のプロフェッ

ショナルになれる。他の理系の学部と同様に、半

数以上が大学院に進学し大学・企業・医療機関に

就職して研究開発に従事し、今まで医師等の他の

職種が担ってきた自らの学問領域の中心的な担い

手になる必要がある。 

II．日本の臨床検査技師の特徴 

1．検体検査だけでなく生体検査も実施可能 

 欧米を含む世界の多くの国の臨床検査技師は検

体検査しか実施できない。しかし日本の臨床検査

技師は、検体検査だけではなく、生体検査(生理

機能検査や画像検査)も実施できる。その教育範

囲は限りなく医師に近く無限の可能性を秘めてい

る。 

2．専門学校(2･3 年制教育)からスタート 

 アジアを含む世界の多くの国の臨床検査技師教

育は大学教育からスタートしている。米国では

70 年も前に大学教育でスタートした。日本の場

合は、医師も薬剤師も専門学校から始まり大学教

育へ移行しているが、薬剤師はすべての専門学校

を極めて短期間に大学教育へ移行させた。時代の

流れと要求を把握し、教え子の将来を考えれば、

大学教育への移行は私たち臨床検査に関わるもの

の重大な責務であり、全員が協力し、真摯に前向

きに努力すべき課題である。 

III．魅力ある職種、臨床検査技師 

1．人気抜群、米国の臨床検査技師 

 米国では、環境、収入、将来展望、肉体的負荷、

安全性、ストレスについての評価を総合して毎年

250 職種をランキングしているが、臨床検査技師

は常に上位 1-2 割(16-36 位)に位置している。米

国では検体検査しか実施できないのにかなり上

位である。大学教育にさえなれば、生体検査も実

施できる日本の臨床検査技師はもっと人気のある

職種になることはまちがいない。さらに米国では、

修士、博士と学歴を高め、また認定資格を取得し

て専門性を高めることにより、医師と同等のコン

サルティング業務も可能になる。そのためにも大

学・大学院教育および高度専門職教育は大切であ

る。 

2．21 世紀の医療「予防医療」の担い手 

 先進国では国民が健康で長生きでき、医療費

抑制にも効果のある予防医療に力を入れ始めた。

予防医療は確実な発症予知や早期診断ができて初

めて成り立つ医療である。そして、これを可能に

するのが、優れた臨床検査法や検査診断法の研究

開発を行う臨床検査学である。今まで医師や薬剤

師らが担ってきたこの学問領域は、これからは臨

床検査技師が担い、自らの学問領域として大きく

発展させていかなければならない。そのためには、

多くの学生を大学院に進学させ、優れた研究者と

して育てることが重要である。 

IV．臨床検査学の担い手を育てよう ! 

1．大学院進学は当たり前 

 私は、保健学科に 1 期生が入学した最初のオリ

エンテーションのときから、上記内容を新入生に

話し、夢を持って勉学に励むように指導してきた。

そして同じ内容を 1 年次後期、2 年次、3 年次と

繰り返し話している。また、◎現在の大学は私た

ちの世代の高校と同じ位置づけで、理系の学生

は大学院に進学するのが当たり前の時代になって

いること、そして、◎博士号がないと大学の教員

にはなれず、また近い将来は大学病院等の基幹病

院の技師長にもなれないこと、◎修士号がないと

企業で研究開発職には就けず多くは営業職になる

こと、◎修士でも大学病院や国公立病院には問題

なく就職でき、大学病院では修士以上の臨床検査

技師を望むところが増えていることを告げ、必ず

進学するように勧めている。他の教員も大学院教

育の重要性を唱え、また研究の楽しさを話して

進学を勧める。その結果、大阪大学では、学部

生の 4 分の 3 が大学院に進学している。 
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2．臨床検査学は我らが専門領域 

 臨床検査学は極めて魅力的な学問である。

ECG、電気泳動、RIA、PCR 等がノーベル賞を受

賞したように、臨床検査の基本技術はノーベル賞

の対象になるものが多い。また予防医療はどん

な優れた治療法にも勝る。とても魅力的な領域な

ので、医師、薬剤師や他の理系の大学院を修了

した研究開発者が非常に多い。しかし、臨床検

査技師教育が大学・大学院教育になった以上は、

この分野を我らが専門領域とし、大学・企業では

基礎研究を、そして医療機関では臨床研究を行っ

て臨床検査学の発展に貢献できる人材を一人で

も多く育てる必要がある。 

 

 最後に、臨床検査技師教育施設がすべて大学に

なり、臨床検査技師の半数以上が大学院に進学し、

多くの臨床検査技師が、臨床検査の日常業務だけ

ではなく、医療機関や大学・企業で研究・開発を

行うようになれば、臨床検査技師は、単に臨床検

査の分野だけではなく、医療の様々な分野で活

躍できる極めてステータスの高い魅力ある医療職

になるだろう。そして、少なくとも 20 年以内に

は、高校生の憧れの職種になると確信している。 

文   献 

 1) 岩谷良則. 21 世紀の医療の要：臨床検査技師－そ

の課題と展望－. 臨床病理 2008; 56: 915-23. 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /HGGothicEPRO
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


